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研究成果の概要： 

 本研究は、日本と地理的にもっとも近い韓国及び朝鮮半島と国境を接している中国東北地

方におけるダニ媒介性動物原虫感染症の流行の実態を明らかにし、日本の輸入検疫体制強化

と韓国及び中国の原虫病診断技術の向上と普及に資することを目的として実施した。得られ

た主な成果として、（１）新規血清・遺伝子診断法の確立、（２）新規治療・予防法の開発、（３）

韓国・中国の一部地域における牛・馬・犬などのバベシア原虫感染症の流行実態の解明、（４）

韓国・中国の動物検疫関係機関への技術移転などが挙げられる。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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１．研究開始当初の背景 

 海外からの動物感染症の侵入を未然に防

ぐ有効な方策として、輸入検疫を強化する

「国内対策」と海外で発生している感染症

の情報を的確に収集・分析する「国外対策」

が挙げられる。本研究では、日本と地理的

にもっとも近い韓国及び朝鮮半島と陸続き

で国境を接している中国東北地方における

動物原虫感染症の流行の実態を明らかにす

ることに着目した。その第一歩として、韓

国及び中国東北地方における動物のバベシ

ア、タイレリアなどダニ媒介性原虫感染症

の流行実態を分子疫学的手法により調査す

ることを企画した。ダニ媒介性原虫は特に

牛と馬に重度の貧血・黄疸を主徴とする致

死的感染症を引き起こし、その多くは法定
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伝染病として指定され、日本国内には存在

しない。しかし、日本にはこれらの原虫を

媒介しうるダニの存在が確認されているた

めに、一旦国内に侵入されれば広く蔓延・

浸潤する可能性が大きく、その清浄化は非

常に困難と想定される。 
 
２．研究の目的 

 そこで、本研究では韓国及び中国東北地

方におけるダニ媒介性動物原虫感染症の浸

潤・流行状況を明らかにし、日本の輸入検

疫体制強化と韓国及び中国の原虫病診断技

術の向上と普及に資することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

 以下の手順に沿って実施した。（１）韓国

及び中国東北地方におけるダニ媒介性動物

原虫感染症の流行状況に関する聞き取り調

査ならびに文献サーベイ、（２）小規模な野

外調査地域の設定と予備調査、（３）本格的

な野外調査  (血清診断と DNA 診断)、（４）

各種原虫の培養・分離・同定、（５）分離株

の生物学的性状解析、（６）分離株の遺伝子

解析、（７）現地に適した診断・予防法の確

立、（８）日本・韓国・中国の動物検疫関連

機関への適切な助言の提供。 
 
４．研究成果 
（１）血清診断法の確立：①ウシ・ウマ・
イヌバベシア原虫感染血清を用いたcDNAラ
ブラリーのイムノスクリーニングにより、
多くの新規診断用抗原遺伝子を同定・クロ
ーニングした。②上記で得られた各種原虫
の主要抗原遺伝子を大腸菌などで大量に発
現・精製した。得られた組換えタンパク質
を抗原とした ELISA 法・ICT 法を確立した。 
（２）遺伝子診断法の確立：ウシ・ウマ・
イヌバベシア原虫特異遺伝子を増幅できる
PCR 法・LAMP 法を確立した。 

（３）治療法の開発：バベシア原虫の EST

データベースを作製し、原虫の葉酸代謝経

路 の 必 須 酵 素 と し て 知 ら れ る

Dihydrofolate Reductase-Thymidylate 

Synthase (DHFR-TS)同定し、その性状解析

を行った。また、ジヒドロ葉酸レダクター

ゼの抑制剤（葉酸拮抗剤）として知られて

いるピリメタミン（PYR）、メトトレキセー

ト（MTX）、トリメトプリム（TMP）などを用

いて DHFR-TS の酵素活性抑制能を調べたと

ころ、濃度依存性の酵素抑制活性が認めら

れた。さらに、これらの酵素抑制剤の抗原

虫作用を in vitro 培養系で調べたところ、

いずれも原虫増殖抑制効果を示したが、特

に MTX がバベシア症の治療薬として有望で

あることが示唆された。 
（４）予防法の開発：①人獣共通バベシア症
を引き起こすネズミバベシア虫体から，ワク
チン候補分子として BmP0 遺伝子をクローニ
ングし、組換え BmP0 試作ワクチンのマウス
における感染防御効果を確認した。②ダニ媒
介性原虫感染症を制御する上でダニの駆除
が不可欠である。そこで、ダニの唾液腺より
mRNA を抽出し、cDNA ライブラリーを構築し
た。特異血清を用いた cDNA ライブラリーの
イムノスクリーニングにより幾つかのワク
チン候補遺伝子のクローニングに成功した。   
（５）韓国における疫学調査：韓国全州・
晋州・済州島地域における牛、犬の血液サ
ンプルを採集し、ELISA 法或いは ICT 法によ
る抗体調査を行ったところ、ウシバベシア
原虫とイヌバベシア原虫特異抗体が検出さ
れた。また、PCR 法によりウシバベシアとイ
ヌバベシア特異遺伝子の増幅が認められた。
イヌバベシア原虫遺伝子の塩基配列を解析
したところ、日本の分離株に非常に近縁で
あることが明らかとなった。今後は韓国ウ
シバベシア原虫分離株の遺伝子解析が待た
れる。 
（６）中国における疫学調査：朝鮮半島と
広く国境を接している中国東北地方ならび
に西部地域における牛・馬・驢馬・犬の血
液サンプルを採集し、ELISA 法或いは ICT 法
による抗体調査を行ったところ、一部の地
域においてウシバベシア原虫、ウマバベシ
ア原虫或いはイヌバベシア原虫特異抗体が
高率に検出された。この結果より、特にウ
シ・ウマ・ロババベシア症は中国東北なら
びに西部地域に広く流行しており、これら
のバベシア症の制圧対策は当該地域の家畜
の生産性向上に重要であることが示唆され
た。また、PCR 法によりウシバベシアとウマ
バベシア特異遺伝子の増幅が認められた。
今後は中国のウシ・ウマバベシア原虫分離
株の遺伝子解析が待たれる。 

（７）周辺国における疫学調査：①中国南

部と国境を接しているタイ国北部の牛の血

液サンプルを採集し、ELISA 法による抗体検

査を行ったところ、ウシバベシア原虫特異

抗体が高率で検出された。この結果より、

ウシバベシア症はタイ国北部地域に広く流

行しており、本症の制圧対策は当地域の牛

の生産性向上に重要であることが示唆され

た。②中国北部と国境を接しているモンゴ

ル国中央地域の馬の血液サンプルを採集し、

ELISA 法による抗体検査を行ったところ、ウ

マバベシア原虫特異抗体が高率で検出され



 

 

た。この結果より、ウマバベシア症はモン

ゴル中央地域に広く流行しており、本症の

制圧対策は当地域の牛の生産性向上に重要

であることが示唆された。 
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